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三浦やす子さん　～めでたく満１００歳～

　第３回二本松市一周駅伝競走大会が11月30日に開催され、小学生の部46チーム、中学生の部13チーム、
一般の部19チームが秋の二本松路を駆け抜けました。結果は次のとおりです。

　12月６日、安達公民館・安達文化ホールで「あだち子ども
まつり」が行われました。
　地域のおじいちゃん・おばあちゃんと一緒に、「折り紙」や
「紙ヨーヨー」「ビニール飛行機」の工作を作ったほか、「輪投
げ」やニュースポーツの「ビーンボウリング」を楽しみました。
　紙芝居の読み聞かせでは、たくさんの子どもたちがお話を
楽しみました。
　また、劇団バクによる人形劇「幸せなびんぼう神とふくの
神」も上演され、いろいろな体験ができた楽しい一日となりま
した。

地域のおじいちゃん・おばあちゃんと一緒に遊ぶ　～あだち子どもまつり～

　この世に生を受けて一世紀、12月10日に三浦やす子
さん（成田）がめでたく満100歳を迎えられました。二
本松市から賀寿、同じく福島県から賀寿と木杯が贈ら
れました。
　三浦さんの長寿の秘訣は「好き嫌いなく何でも食べ
て、規則正しい生活をすること」だそうです。三浦さん
の益々のご長寿をお祈りします。

小学生の部　優　勝：東和ＲＣＡ
　　　　　　準優勝：杉田Ｙ　
中学生の部　優　勝：安達中
　　　　　　準優勝：東和中
一 般 の 部　優　勝：安達ＲＣ-Ａ
　　　　　　準優勝：二本松ＲＣ Ａ

▲小学生の部46チームが元気にスタート!
次の選手に思いを込めて　

たすき渡し▶

◀一般の部優勝を飾った
　安達ＲＣ-Ａ

晩秋の二本松路を78チームが快走　～第３回二本松市一周駅伝競走大会～
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浅草で安達地方の魅力発信　～福島県と安達地方の観光物産展～
　福島県と二本松市、本宮市、大玉村の主催で、12月６日、
７日に東京都の浅草にて観光物産展を開催しました。
　多くの観光客が訪れる中、菓子や地酒、「ざくざく」汁
等の販売と農産物の安全安心・観光ＰＲを行い、国内の
みならず海外からの観光客の皆さんにも大好評でした。
二本松市観光大使の大山采子さんも応援に駆け付けたほ
か、県と安達地方３市村のゆるキャラも勢ぞろいし、物
産展を盛り上げました。

　上川崎和紙は、原料として楮（こうぞ）の樹皮を使用
しています。楮を使用した和紙は耐久性があり、古く
から長期間保存する文書等に用いられてきました。
　12月中旬に、楮の収穫と皮を剥ぐ作業が行われまし
た。楮は寒さに備え樹皮が厚くなるため、冬に収穫さ
れます。収穫された楮は、蒸した後に手作業で皮を剥
いでいきます。その後も幾多の工程を経て和紙の材料
となります。
　冬は、良質の紙を漉くことができるといわれており、
上川崎和紙の紙漉きも最盛期を迎えます。

◀菊松くんと一緒に、まゆみちゃん（本宮）、たまちゃん（大玉）
　が記念写真

　12月10日、川崎小学校６年生22人が、上
川崎高砂会会員の皆さんに指導いただきな
がら、しめ縄作りを行いました。
　稲わらで作る“しめ縄”は、一年の米作りが
無事に終わったことに感謝し、新しい年が
より良い年になるようにと、昔から人々が
願いを込めて作ってきたものです。
　子どもたちは、指導を受けながら心を込
めて“しめ縄”を作っていました。

新しい一年をより良い年に　～川崎小学校　しめ縄作り～

伝統の技術を今に　～上川崎和紙　原料の収穫と紙漉き～

▲紙漉き

◀▼１本ずつ手作業で
　　樹皮を剥ぐ

◀▲楮（こうぞ）
　　の収穫


